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［
研
究
ノ
ー
ト
］

　
　
『
令
義
解
』「
上
令
義
解
表
」
の
注
釈
所
引
『
論
語
義
疏
』
の
性
格
に
つ
い
て　

髙　

田　

宗　

平

　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
旧
稿
に
於
い
て
、『
令
集
解
』
所
引
『
論
語
義
疏
』（
以
下
、

『
論
語
義
疏
』
を
『
義
疏
』
と
略
称
す
る
）「
五
常
」
の
条
に
対
象
を
絞

り
、『
令
集
解
』
の
主
要
な
写
本
を
検
討
し
て
当
該
条
の
本
文
校
勘
を
行

い
、
こ
れ
を
旧
鈔
本
『
義
疏
』、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』、『
令
集
解
』
以
外

の
日
本
古
典
籍
所
引
『
義
疏
』
と
比
較
検
討
し
、『
令
集
解
』
所
引
『
義

疏
』「
五
常
」
の
条
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
（
１
）。
次
い
で
、『
政
事
要

略
』
所
引
『
義
疏
』
と
対
応
す
る
旧
鈔
本
『
義
疏
』
間
の
本
文
校
勘
を
行

い
、
こ
れ
を
『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』、『
小
野
宮
年
中
行
事
裏
書
』

所
引
『
義
疏
』、
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』
巻
第
七
に
裏
書
き
さ
れ

た
『
義
疏
』（
以
下
、
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』
裏
書
と
略
称
す

る
）、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
と
比
較
検
討
し
、『
政
事
要
略
』
所
引
『
義

疏
』
の
性
格
を
考
察
し
た
（
２
）。

　

右
の
旧
稿
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
に
引
き
続
き
、
本
稿
で
は
、『
養
老
令
』
の

公
的
注
釈
書
で
あ
る
『
令
義
解
』「
上
令
義
解
表
」（
以
下
、「
上
令
義
解

表
」
を
「
上
表
文
」
と
略
称
す
る
）
の
注
釈
に
引
用
さ
れ
た
『
義
疏
』
の

性
格
及
び
本
文
系
統
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
古
代
に
於

け
る
『
義
疏
』
受
容
の
一
斑
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
『
令
義
解
』
は
、
天
長
三
年
（
八
三
三
）
に
編
纂
さ
れ
た
が
、
本
稿
の

検
討
対
象
で
あ
る
「
上
表
文
」
の
注
釈
が
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
施
さ
れ

た
か
は
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、「
上
表
文
」
が
残
存
す
る
『
令

義
解
』
諸
写
本
の
う
ち
、
現
存
最
古
の
鎌
倉
時
代
書
写
と
考
え
ら
れ
る
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
広
橋
本
（
以
下
、
広
橋
本
と
略
称
す
る
）
に
は

注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
遅
く
と
も
鎌
倉
時
代
、
も
し
く
は
そ

れ
以
前
に
は
注
釈
が
成
立
し
て
い
た
と
見
て
大
過
な
か
ろ
う
。
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第
一
節　
『
令
義
解
』
の
テ
キ
ス
ト

　
『
令
義
解
』
の
主
要
な
写
本
と
し
て
は
、
左
記
の
如
く
で
あ
る
（
３
）。

　
　

①�
紅
葉
山
文
庫
本
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
江
戸
時
代
初

期
書
写
）

　
　

②
広
橋
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
。
鎌
倉
時
代
書
写
）

　
　

③
谷
森
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。
鎌
倉
時
代
書
写
）

　
　

④
猪
熊
本
（
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
。
鎌
倉
時
代
書
写
）

　
　

⑤
藤
波
本
神
祇
令
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。
江
戸
時
代
末
期
書
写
）

　
　

⑥�

岡
谷
本
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
「
岡
谷
惣
介
氏
所

蔵
文
書
」
所
収
。
鎌
倉
時
代
書
写
の
岡
谷
惣
介
所
蔵
本
を
昭
和
一

五
年
〈
一
九
四
〇
〉
に
影
写
し
た
も
の
）

　

こ
の
う
ち
、「
上
表
文
」
を
備
え
て
い
る
の
は
紅
葉
山
文
庫
本
と
広
橋

本
の
二
本
で
あ
り
、
本
稿
に
於
い
て
は
、
こ
の
二
本
の
原
本
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
用
い
る
。

　

紅
葉
山
文
庫
本
の
性
格
・
本
文
系
統
・
伝
来
に
つ
い
て
は
石
上
英
一

氏（
４
）に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、
紅
葉
山
文
庫
本
は
十
三
世
紀

中
葉
書
写
の
北
条
実
時
所
持
本
で
あ
っ
た
金
沢
文
庫
本
を
江
戸
時
代
初
期

に
忠
実
に
書
写
し
た
も
の
で
、
清
原
教
隆
か
ら
北
条
実
時
へ
伝
授
さ
れ
た

写
本
（
清
原
教
隆
伝
授
本
）、
清
原
俊
隆
か
ら
北
条
実
時
へ
伝
授
さ
れ
た

写
本
（
清
原
俊
隆
伝
授
本
）、
豊
原
奉
政
が
所
持
し
て
い
た
豊
原
奉
重
の

遺
本
を
転
写
し
た
写
本
（
豊
原
奉
重
所
持
本
の
転
写
本
）
の
三
系
統
の
写

本
の
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
祖
本
の
系
統
か

ら
分
類
す
る
と
、
清
原
頼
業
本
系
写
本
・
中
原
章
久
所
持
本
・
そ
の
他

（
中
原
某
所
持
本
・
他
人
本
）、
の
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
し
た
。

　

ま
た
、
広
橋
本（
５
）は

、『
吉
部
秘
訓
抄
第
四
』
の
紙
背
に
書
写
さ
れ
、
元

来
は
谷
森
本
（『
吉
部
秘
訓
抄
第
五
』
紙
背
）
の
僚
巻
で
あ
っ
た
。
な

お
、『
吉
部
秘
訓
抄
』
は
南
北
朝
時
代
書
写
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
節　

�『
令
義
解
』「
上
令
義
解
表
」
の
注
釈
所
引
『
論
語
義

疏
』
と
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
と
の
比
較
検
討

　
『
義
疏
』
を
引
用
す
る
箇
所
は
「
上
表
文
」
の
注
釈
に
一
箇
条
存
す
る

の
み
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、『
令
義
解
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
広
橋
本

及
び
紅
葉
山
文
庫
本
を
使
用
し
た
（
６
）。

　

ま
た
、
諸
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
テ
キ
ス
ト
（
７
）は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
［
１
］�

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）

鈔
本
（
以
下
、
応
永
三
十
四
年
本
と
略
称
す
る
）

　
［
２
］�

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵
文
明
九
年
（
一
四
七

七
）
鈔
本
（
以
下
、
文
明
九
年
本
と
略
称
す
る
）

　
［
３
］�
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
清
熙
園
本
（
以
下
、
清
熙
園

本
と
略
称
す
る
）

　

右
の
旧
鈔
本
『
義
疏
』
は
、［
１
］［
２
］
は
原
本
、［
３
］
は
紙
焼
き
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写
真
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。

　

こ
こ
で
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
テ
キ
ス
ト
に
右
の
三
本
を
選
定
し
た
理

由
を
述
べ
た
い
。［
１
］
は
現
存
の
鈔
本
『
義
疏
』
中
、
最
古
の
年
紀
を

有
し
、
ま
た
、［
２
］
は
武
内
義
雄
氏
が
『
論
語
義
疏
（
校
本
）・
校
勘

記
』（
８
）の
底
本
に
選
定
し
、［
３
］
は
武
内
義
雄（
９
）・
高
橋
均
（
（（
（

の
両
氏
が
旧
鈔

本
『
義
疏
』
中
、
最
古
の
テ
キ
ス
ト
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
上
の

三
本
を
テ
キ
ス
ト
に
選
定
し
た
。

　

な
お
、『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引
『
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
義

疏
』
と
の
比
較
検
討
に
際
し
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
本
文
を
〔
経
文
〕、

何
晏
集
解
を
〔
集
解
〕、
皇
侃
義
疏
を
〔
義
疏
〕
と
記
し
、
両
者
の
対
応

箇
所
の
う
ち
、
経
文
は
実
線
で
囲
い
、
集
解
に
は
破
線
、
義
疏
に
は
傍
線

を
施
し
た
。

『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈

　

広
橋
本

論
語
曰
質
勝
文
則
野
文
勝
質
則
史
文
質
彬

然
後
君
子
苞
氏
曰
彬�

・
文
質
相
半
之
皃①

也
王
侃
疏
曰
質②

勝
文
則
野
謂
凡
行
禮
及
言
語
之

儀
也③

質
實
也
勝
多
也
文
華
也
言
若④

實
多
而
文
飾
少
則⑤

如
野
人
・
・
鄙

略⑥

大
檏⑦

⑧

文⑨

勝
質
則
史
・
記
書
史
也
書⑩

史
多
有⑪

虛
華⑫

無⑬

實
妄
語
欺

詐
言
人
若⑭

爲
事
多
飾⑮

少
實
則
如
書
史
也

　

紅
葉
山
文
庫
本

論
語
曰
質
勝
文
則
野
文
勝
質
則
史
文
質
彬

然
後
君
子
苞
氏
曰
彬�

・
文
質
相
半
之
皃①

也
王
侃
疏
曰
質②

勝
文
則
野
謂
凡
行
禮
及
言
語
之

儀
也③

質
實
也
勝
多
也
文
華
也
言
若④

實
多
而
文
飾
少
則⑤

如
野
人
野
人
鄙

略⑥

大
檏⑦

⑧

文⑨

勝
質
則
史
・
記
書
史
也
書⑩

史
多
有⑪

虛
花⑫

无⑬

實
妄
語
欺
詐

言
人
若⑭

爲
事
多
餝⑮

少
實
則
如
書
史
也

『
義
疏
』
巻
第
三　

雍
也
第
六

　

応
永
三
十
四
年
本

　
　
〔
経
文
〕
子
曰
質
勝
文
則
野

〔
義
疏
〕�

謂
凡
行
禮
及
言
語
之
儀
質
實
也
勝
多
也
文
華
也
言
若④

實
多

而
文
飾
少
則⑤

如
野
人
・
・
鄙
畧⑥

大
撲⑦

也⑧

〔
集
解
〕
苞
氏
曰
野
如
野
人
言
鄙
畧
也

〔
経
文
〕
文
勝
質
則
史

〔
義
疏
〕�

・
記
書
史
也
書⑩

史
多
虛
華⑫

无⑬

實
妄
語
欺
詐
言
人
若⑭

爲
事
多

飾⑮

少
實
則
如
書
史
也

〔
集
解
〕
苞
氏
曰
史
者
文
多
而
質
少
也

〔
経
文
〕
文
質
彬

然
後
君
子

〔
義
疏
〕
彬

文
質
相
半
也
若
文
與
質
等
半
則
爲
會
時
之
君
子
也

〔
集
解
〕
苞
氏
曰
彬
・
文
質
相
半
之
皃①

也

〔
義
疏
〕�

昺
云
人
君
質
多
勝
於
文
則
如
野
人
言
鄙
畧
也
文
多
勝
於
質

史
官
也
文
華
質
朴
相
半
彬

然

后
可
爲
君
子
也

文
明
九
年
本

〔
経
文
〕
子
曰
質
勝
文
則
野
質
勝
文
則
野

③

⑪
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〔
義
疏
〕�

謂
凡
行
禮
及
言
語
之
儀
也③

質
實
也
勝
多
也
文
華
也
言
若○

實
多

而
文
飾
少
則⑤

如
野
人
・
・
鄙
畧⑥

大
樸⑦

也⑧

〔
集
解
〕
苞
氏
曰
野
如
野
人
言
鄙
畧
也

〔
経
文
〕
文
勝
質
則
史

〔
義
疏
〕�
史
記
書
史
也
史⑩

書
多
虛
華⑫

无⑬

實
妄
語
欺
詐
言
人
君⑭

爲
事
多

飾⑮

少
實
則
如
書
史
也

〔
集
解
〕
苞
氏
曰
史
者
文
多
而
質
少
也

〔
経
文
〕
文
質
彬

然
後
君
子

〔
義
疏
〕
彬

文
質
相
半
也
若
文
與
質
等
半
則
爲
會
時
之
君
子
也

〔
集
解
〕
苞
氏
曰
彬
・
文
質
相
半
之
貌①

也

〔
義
疏
〕�

正
義
云
人
君
質
多
勝
於
文
則
如
野
人
言
鄙
畧
也
文
多
勝
於

質
則
史
官
也
文
華
質
朴
相
半
彬

然

後
可
爲
君
子
也

清
熙
園
本

〔
経
文
〕
子
曰
質
勝
文
則
野

〔
義
疏
〕�

謂
凡
行
禮
及
言
語
之
儀
質
實
也
勝
多
也
文
華
也
言
若④

實
多

而
文
飾
少

〔
集
解
〕
苞
氏
曰
野
如
野
人
言
鄙
畧
也

〔
経
文
〕
文
勝
質
則
史

〔
義
疏
〕�

・
記
書
史
也
書⑩

史
多
虛
華⑫

无⑬

實
妄
語
欺
詐
言
人
若⑭

爲
事
多

飾⑮

少
實
則
如
書
史
也

〔
集
解
〕
苞
氏
曰
史
者
文
多
而
質
少
也

〔
経
文
〕
文
質
彬

然
後
君
子

〔
義
疏
〕
彬

文
質
相
半
也
若
文
與
質
等
半
則
爲
會
時
之
君
子
也

〔
集
解
〕
苞
氏
曰
彬
・
文
質
相
半
之
皃①

也

〔
義
疏
〕�

昺
云
人
君
質
多
勝
於
文
則
如
野
人
言
鄙
畧
也
文
多
勝
於
質

史
宮
也
文
華
質
朴
相
半
彬

然

後
可
爲
君
子
也

①�　
『
令
義
解
』
二
本
・
応
永
三
十
四
年
本
『
義
疏
』・
清
熙
園
本
『
義

疏
』
は
「
皃
」
に
作
る
が
、
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
は
「
貌
」
に
作

る
。
両
字
は
同
義
で
あ
る
。

②�　
『
令
義
解
』
二
本
は
「
質
勝
文
則
野
」
が
存
す
る
が
、
旧
鈔
本
『
義

疏
』
三
本
は
な
い
。『
令
義
解
』
は
〔
義
疏
〕
の
引
用
文
が
〔
経
文
〕

「
質
勝
文
則
野
」
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
見

出
し
語
と
し
て
引
用
し
た
か
。

③�　
『
令
義
解
』
二
本
・
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
は
「
也
」
が
存
す
る

が
、
応
永
三
十
四
年
本
『
義
疏
』・
清
熙
園
本
『
義
疏
』
は
な
い
。

　

�　

因
み
に
、
管
見
に
触
れ
た
旧
鈔
本（

（（
（

を
含
め
、
当
該
箇
所
を
「
也
」
の

有
無
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
次
の
如
く
分
類
で
き
る
。

　
《
一
》「
也
」
が
存
す
る
も
の

　
　
〈
１
〉『
令
義
解
』
広
橋
本

　
　
〈
２
〉『
令
義
解
』
紅
葉
山
文
庫
本

　
　
〈
３
〉
文
明
九
年
本

　
　
〈
４
〉�
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、
足
利
本
と
略
称
す

る
）

④

⑪

③

⑤

⑪
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〈
５
〉�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
神
村
忠
貞
旧
蔵
本
（
以
下
、
蓬
左

本
と
略
称
す
る
）

　
　
〈
６
〉�
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
宝
勝
院
芳
郷
光

隣
手
沢
本
（
以
下
、
宝
勝
院
本
と
略
称
す
る
）

　
　
〈
７
〉�

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
江
風
山
月
荘
稲

田
福
堂
旧
蔵
本
（
以
下
、
江
風
本
と
略
称
す
る
）

　
　
〈
８
〉�

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
林
泰
輔
旧
蔵
本

（
以
下
、
林
本
と
略
称
す
る
）

　
　
〈
９
〉�

関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
所
蔵
藤
澤
南
岳
泊
園
書
院
本

（
以
下
、
泊
園
書
院
本
と
略
称
す
る
）

　
　
〈
10
〉�

市
島
酒
造
株
式
会
社
市
島
史
料
館
所
蔵
弘
化
二
年
（
一
八
四

五
）
市
島
謙
書
写
本
（
以
下
、
市
島
本
と
略
称
す
る
）

　
《
二
》「
也
」
が
な
い
も
の

　
　
〈
１
〉
応
永
三
十
四
年
本

　
　
〈
２
〉
清
熙
園
本

　
　
〈
３
〉�

東
京
都
立
中
央
図
書
館
青
淵
論
語
文
庫
所
蔵
渋
沢
栄
一
旧
蔵

本
（
以
下
、
青
淵
本
と
略
称
す
る
）

　
　
〈
４
〉
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
（
以
下
、
図
書
寮
本
と
略
称
す
る
）

　
　
〈
５
〉�

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
大
槻
文
彦
旧
蔵

文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
本
（
以
下
、
大
槻
本
と
略
称
す

る
）

　
　
〈
６
〉�

萩
市
立
萩
図
書
館
所
蔵
繁
澤
寅
之
助
旧
蔵
本
（
以
下
、
萩
図

書
館
本
と
略
称
す
る
）

　

�　

応
永
三
十
四
年
本
『
義
疏
』・
清
熙
園
本
『
義
疏
』
は
、（
一
）
脱

字
、
も
し
く
は
（
二
）『
令
義
解
』
二
本
・
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
と

は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
書
写
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
何
れ
と
も
判

断
し
難
い
。

④�　
『
令
義
解
』
二
本
・
応
永
三
十
四
年
本
『
義
疏
』・
清
熙
園
本
『
義

疏
』
は
「
若
」
に
作
る
が
、
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
は
挿
入
符
を
施

し
、
本
文
と
同
筆
で
「
若
」
と
傍
書
す
る
。
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
の

脱
字
か
。

⑤�　
『
令
義
解
』
二
本
・
応
永
三
十
四
年
本
『
義
疏
』・
文
明
九
年
本
『
義

疏
』
は
「
則
如
野
人
」
以
下
の
文
が
存
す
る
が
、
清
熙
園
本
『
義
疏
』

は
な
い
。

　

�　

因
み
に
、
管
見
に
触
れ
た
旧
鈔
本
を
含
め
、
当
該
箇
所
を
改
行
の
体

裁
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
次
の
如
く
五
分
類
で
き
る
。

　
《
一
》「
少
則
」
の
間
で
改
行
す
る
体
裁

　
　
　
　

�

子
曰
質
勝
文
則
野
謂
凡
行
禮
及
言
語
之
儀
質
實
也
勝

多
也
文
華
也
言
若
實
多
而
文
飾
少

　
　
　
　
則
如
野
人

鄙
畧
大
樸
也　

　
　
〈
１
〉
応
永
三
十
四
年
本

　
　
〈
２
〉�

文
明
九
年
本
（
※
当
該
分
類
の
う
ち
、
文
明
九
年
本
の
み
、

前
述
③
の
如
く
「
言
語
之
儀
也
」
の
「
也
」
が
存
す
る
。）

　
　
〈
３
〉
青
淵
本

　
　
〈
４
〉
図
書
寮
本
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〈
５
〉
大
槻
本

　
　
〈
６
〉
萩
図
書
館
本

　
《
二
》「
飾
少
」
の
間
で
改
行
す
る
体
裁

　
　
　

�
子
曰
質
勝
文
則
野
謂
凡
行
禮
及
言
語
之
儀
也
質
實
也

勝
多
也
文
華
也
言
若
實
多
而
文
飾

　
　
　
少
則
如
野
人

鄙
畧
大
樸
也

　
　
〈
１
〉
足
利
本

　
　
〈
２
〉
蓬
左
本

　
　
〈
３
〉
宝
勝
院
本

　
　
〈
４
〉
江
風
本

　
《
三
》「
則
如
」
の
間
で
改
行
す
る
体
裁

　
　
　

子
曰
質
勝
文
則
野
謂
凡
行
禮
及
言
語
之
儀

也
質
實
也
勝
多
也
文
華

　
　
　
也
言
若
實
多
而
文
飾
少
則

如
野
人

鄙
畧
大
樸
也

　
　
〈
１
〉
林
本

　
《
四
》「
野
人
」
の
間
で
改
行
す
る
体
裁

　
　
　

子
曰
質
勝
文
則
野
謂
凡
行
禮
及
言
語
之
儀
也
質

實
也
勝
多
也
文
華
也
言
若
實

　
　
　
多
而
文
飾
少
則
如
野

人
野
人
鄙
畧
大
樸
也

　
　
〈
１
〉
市
島
本

　
《
五
》
改
行
し
な
い
体
裁

　
　
　

子
曰
質
勝
文
則
野
謂
凡
行
禮
及
言
語
之
儀
也
質
實
也
勝
多
也
文
華
也

言
若
實
多
而
文
飾
少
則
如
野
人

鄙
畧
大
樸
也

　
　
〈
１
〉
泊
園
書
院
本

　

右
の
諸
旧
鈔
本
に
対
し
、
清
熙
園
本
は
、

　
　
　

子
曰
質
勝
文
則
野
謂
凡
行
禮
及
言
語
之
儀
質
實
也
勝

多
也
文
華
也
言
若
實
多
而
文
飾
少

　

�

の
体
裁
で
、
他
の
諸
旧
鈔
本
に
は
存
す
る
「
而
文
飾
少
」
に
続
く
、

「
則
如
野
人

鄙
畧
大
樸
也
」
の
文
が
な
い
。
清
熙
園
本
『
義
疏
』

は
、《
一
》
に
分
類
さ
れ
る
親
本
の
体
裁
に
忠
実
に
「
少
」
で
改
行
し

た
が
、
次
行
に
書
写
す
べ
き
「
則
如
野
人

鄙
畧
大
樸
也
」
の
文
を

書
き
落
と
し
、〔
集
解
〕
を
書
写
し
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。

⑥�　
『
令
義
解
』
二
本
は
「
略
」
に
作
る
が
、
応
永
三
十
四
本
『
義
疏
』・

文
明
九
年
本
『
義
疏
』
は
「
畧
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
な
お
、
清
熙
園

本
『
義
疏
』
は
、
前
掲
⑤
の
如
く
「
則
如
野
人
」
以
下
の
文
が
存
し
な

い
の
で
、
当
該
箇
所
は
な
い
。

⑦�　
『
令
義
解
』
二
本
は
「
檏
」、
応
永
三
十
四
本
『
義
疏
』
は
「
撲
」、

文
明
九
年
本
『
義
疏
』
は
「
樸
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
た
だ
し
、
筆
写

の
際
に
木
偏
と
手
偏
は
明
確
な
字
形
の
差
異
が
な
い
こ
と
が
あ
り
、
応

永
三
十
四
年
本
『
義
疏
』
は
「
樸
」
を
筆
写
し
た
も
の
か
。
因
み
に
、

「
檏
」
と
「
樸
」
は
同
字
。
な
お
、
清
熙
園
本
『
義
疏
』
は
、
前
掲
⑤

の
如
く
「
則
如
野
人
」
以
下
の
文
が
存
し
な
い
の
で
、
当
該
箇
所
は
な

い
。

⑧�　

応
永
三
十
四
年
本
『
義
疏
』・
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
は
そ
れ
ぞ
れ

「
也
」
が
存
す
る
が
、『
令
義
解
』
二
本
は
な
い
。『
令
義
解
』
二
本

は
、（
一
）
脱
字
、
も
し
く
は
（
二
）
省
略
か
。
な
お
、
清
熙
園
本

『
義
疏
』
は
、
前
掲
⑤
の
如
く
「
則
如
野
人
」
以
下
の
文
が
存
し
な
い

の
で
、
当
該
箇
所
は
な
い
。

⑨�　
『
令
義
解
』
二
本
は
「
文
勝
質
則
史
」
が
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
が
、
旧
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鈔
本
『
義
疏
』
三
本
は
な
い
。『
令
義
解
』
は
〔
義
疏
〕
の
引
用
文
が

〔
経
文
〕「
文
勝
質
則
史
」
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め

に
、
見
出
し
語
と
し
て
引
用
し
た
か
。

⑩�　
『
令
義
解
』
二
本
・
応
永
三
十
四
年
本
『
義
疏
』・
清
熙
園
本
『
義

疏
』
は
「
書
史
」
に
作
る
が
、
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
は
「
史
書
」
に

作
る
。

　

�　

当
該
箇
所
は
、
青
淵
本
・
萩
図
書
館
本
は
「
書
史
」
に
作
る
が
、
足

利
本
・
江
風
本
・
大
槻
本
・
林
本
・
宝
勝
院
本
・
図
書
寮
本
・
泊
園
書

院
本
・
蓬
左
本
・
市
島
本
は
「
史
書
」
に
作
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る

と
、
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
は
、（
一
）
誤
写
（
転
倒
）、
も
し
く
は

（
二
）「
史
書
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
・
書
写
か
と
推
定
さ
れ

る
が
、
何
れ
か
は
判
断
し
難
い
。

⑪�　

旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
に
は
「
有
」
が
な
い
。
ま
た
、
青
淵
本
・
萩

図
書
館
本
・
足
利
本
・
江
風
本
・
大
槻
本
・
林
本
・
宝
勝
院
本
・
図
書

寮
本
・
泊
園
書
院
本
・
蓬
左
本
・
市
島
本
も
全
て
「
有
」
が
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
、『
令
義
解
』
二
本
の
み
「
有
」
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
を

勘
案
す
る
と
、『
令
義
解
』
二
本
は
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
は
異
な
る

テ
キ
ス
ト
か
ら
引
用
し
た
か
。

⑫�　

広
橋
本
『
令
義
解
』・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
は
「
華
」
に
作
る

が
、
紅
葉
山
文
庫
本
『
令
義
解
』
は
「
花
」
に
作
る
。
両
者
は
通
用
す

る
。

⑬�　

広
橋
本
『
令
義
解
』
は
「
無
」
に
作
る
が
、
紅
葉
山
文
庫
本
『
令
義

解
』・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
は
そ
れ
ぞ
れ
「
无
」
に
作
る
。
両
者
は

通
用
す
る
。

⑭�　
『
令
義
解
』
二
本
・
応
永
三
十
四
年
本
『
義
疏
』・
清
熙
園
本
『
義

疏
』
は
「
若
」
に
作
る
が
、
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
は
「
君
」
に
作

る
。
字
形
が
近
似
し
て
い
る
ゆ
え
の
文
明
九
年
本
『
義
疏
』
の
誤
写

か
。

⑮�　

広
橋
本
『
令
義
解
』・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
は
「
飾
」
に
作
る

が
、
紅
葉
山
文
庫
本
『
令
義
解
』
は
「
餝
」
に
作
る
。
両
者
は
通
用
す

る
。

　

第
三
節　

�『
令
義
解
』「
上
令
義
解
表
」
の
注
釈
所
引
『
論
語
義

疏
』
と
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
と
の
相
異

　

前
節
の
広
橋
本
・
紅
葉
山
文
庫
本
『
令
義
解
』
と
応
永
三
十
四
年
本
・

文
明
九
年
本
・
清
熙
園
本
『
義
疏
』
と
の
比
較
検
討
の
結
果
を
分
類
す
る

と
、
以
下
の
如
く
な
る
。

　
　

Ａ
『
令
義
解
』
の
脱
字
…
⑧
（
一
）

　
　

Ｂ
『
令
義
解
』
の
省
略
…
⑧
（
二
）

　
　

Ｃ
『
義
疏
』
の
脱
字
・
脱
文

　
　
　
　
（
イ
）
応
永
三
十
四
年
本
…
③
（
一
）

　
　
　
　
（
ロ
）
文
明
九
年
本
…
④

　
　
　
　
（
ハ
）
清
熙
園
本
…
③
（
一
）・
⑤
・
⑥
・
⑦
・
⑧



日本漢文学研究５

— 168 — 

　
　

Ｄ
『
義
疏
』
の
誤
写

　
　
　
　
（
イ
）
文
明
九
年
本
…
⑩
（
一
）・
⑭

　
　

Ｅ�
『
令
義
解
』
の
字
句
と
『
義
疏
』
の
字
句
が
通
用
等
の
関
係
の
も

の
…
①
・
⑥
・
⑦
・
⑫
・
⑬
・
⑮

　
　

Ｆ
そ
の
他
の
要
因
…
②
・
⑨

　
　

Ｇ�

本
文
系
統
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
…
③
（
二
）・
⑩

（
二
）・
⑪

　
『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
に
引
用
さ
れ
る
『
義
疏
』
は
、
前
述
し

た
如
く
鎌
倉
時
代
以
前
に
書
写
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

筆
者
は
旧
稿
（
Ｂ
）
に
於
い
て
『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』
の
性
格
に

つ
い
て
、『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
義
疏
』、『
政
事
要

略
』
以
外
の
日
本
古
典
籍
所
引
『
義
疏
』、
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集

解
』
裏
書
を
比
較
検
討
し
た
。
結
論
と
し
て
、『
政
事
要
略
』
所
引
『
義

疏
』
は
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
同
系
統
で
あ
る
が
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と

比
較
し
て
、
よ
り
旧
態
を
遺
存
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』
裏
書
は
文
永
五
年
（
一
二
六
七
）
に

本
文
を
書
写
し
た
後
、
同
七
年
（
一
二
七
〇
）
に
校
合
し
勘
物
を
移
写
し

た
が
、『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』
と
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』

裏
書
が
ほ
ぼ
一
致
を
見
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
書
写
し
た
裏
書
と
は

言
え
、
裏
書
の
祖
本
は
平
安
時
代
の
テ
キ
ス
ト
と
推
測
し
た
。

　

Ａ
～
Ｆ
に
つ
い
て
は
、『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引
『
義
疏
』

と
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
本
文
系
統
の
相
異
に
起
因
す
る
差
異
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｇ
は
『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引
『
義

疏
』
と
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
本
文
系
統
の
相
異
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

Ｇ
③
（
二
）
は
、
前
述
の
如
く
「
也
」
の
有
無
に
よ
っ
て
《
一
》
と

《
二
》
に
分
類
で
き
る
。《
二
》
の
グ
ル
ー
プ
は
、
本
来
「
也
」
が
存
し
て

い
た
が
、
伝
写
の
過
程
で
脱
落
し
た
か
、
も
し
く
は
「
也
」
が
な
い
鈔
本

を
祖
本
と
し
て
、
伝
写
さ
れ
た
鈔
本
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
何
れ
か
は
判

断
し
難
い
。
た
だ
し
、
右
に
述
べ
た
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』
裏
書

は
『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』
と
同
様
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
同
系
統

で
あ
る
が
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
比
較
し
て
、
よ
り
旧
態
を
遺
存
し
て
い

る
と
い
う
旧
稿
（
Ｂ
）
の
結
論
を
援
用
す
る
と
、
当
該
箇
所
の
『
令
義

解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引
『
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
相
異

は
、
本
文
系
統
に
関
す
る
相
異
で
は
な
く
、「
也
」
の
有
無
に
関
す
る
旧

鈔
本
『
義
疏
』
間
の
相
異
で
あ
り
、『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引

『
義
疏
』
を
始
め
と
す
る
「
也
」
が
存
す
る
《
一
》
の
グ
ル
ー
プ
は
、

《
二
》
の
「
也
」
が
存
し
な
い
グ
ル
ー
プ
に
比
較
し
て
、
よ
り
旧
態
を
遺

存
し
て
い
る
こ
と
が
言
え
よ
う
。

　

Ｇ
⑩
（
二
）
は
、
前
述
の
如
く
、「
書
史
」
と
「
史
書
」
に
作
る
グ
ル

ー
プ
の
二
分
類
で
き
、
労
を
厭
わ
ず
、
再
度
、「
書
史
」
と
「
史
書
」
に

作
る
グ
ル
ー
プ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
如
く
な
る
。
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（
Ⅰ
）「
書
史
」
に
作
る
グ
ル
ー
プ

　
　

①
『
令
義
解
』
広
橋
本

　
　

②
『
令
義
解
』
紅
葉
山
文
庫
本

　
　

③
応
永
三
十
四
年
本

　
　

④
清
熙
園
本

　
　

⑤
青
淵
本

　
　

⑥
萩
図
書
館
本

　
（
Ⅱ
）「
史
書
」
に
作
る
グ
ル
ー
プ

　
　

①
文
明
九
年
本

　
　

②
足
利
本

　
　

③
江
風
本

　
　

④
大
槻
本

　
　

⑤
林
本

　
　

⑥
宝
勝
院
本

　
　

⑦
図
書
寮
本

　
　

⑧
泊
園
書
院
本

　
　

⑨
蓬
左
本

　
　

⑩
市
島
本

　

こ
の
う
ち
、『
令
義
解
』
二
本
は
「
書
史
」
に
作
る
グ
ル
ー
プ
に
属
し

て
い
る
。
旧
稿
（
Ｂ
）
で
述
べ
た
如
く
、『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』

及
び
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』
裏
書
の
性
格
は
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』

と
同
系
統
で
あ
る
が
、
な
お
且
つ
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
比
較
し
て
、
よ
り

旧
態
を
遺
存
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
導
く
と
、『
令
義
解
』「
上
表

文
」
の
注
釈
所
引
『
義
疏
』
は
「
書
史
」
に
作
る
『
義
疏
』
か
ら
の
引
用

で
あ
り
、「
書
史
」
と
「
史
書
」
は
、
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
内
の
相

異
と
言
え
る
。
更
に
、「
書
史
」
に
作
る
グ
ル
ー
プ
は
、「
史
書
」
に
作
る

グ
ル
ー
プ
に
比
較
し
て
よ
り
旧
態
を
遺
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

Ｇ
⑪
は
、『
令
義
解
』
二
本
は
「
有
」
が
存
す
る
が
、
旧
鈔
本
『
義

疏
』
三
本
に
は
な
く
、
管
見
に
触
れ
た
他
の
旧
鈔
本
も
全
て
な
い
。
ま

た
、
前
述
の
如
く
、『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
に
引
用
さ
れ
る
『
義

疏
』
は
、
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
箇
所
の
『
令
義
解
』

「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引
『
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
相
異
は
、
旧

稿
（
Ｂ
）
の
結
論
に
従
え
ば
、
同
系
統
内
、
す
な
わ
ち
唐
鈔
本
に
由
来
す

る
本
文
内
の
相
異
で
あ
り
、『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引
『
義

疏
』
は
旧
鈔
本
『
義
疏
』
に
比
較
し
て
、
よ
り
旧
態
を
遺
存
し
て
い
る
こ

と
と
な
ろ
う
。

　

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
日
本
古
代
に
於
け
る
『
義
疏
』
の
受
容
の
一
環
と
し
て
、

旧
稿
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
に
引
き
続
き
、『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引

『
義
疏
』
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。『
令
義
解
』「
上
表

文
」
の
注
釈
が
引
用
す
る
『
義
疏
』
は
、
一
箇
条
に
過
ぎ
ず
、
判
断
は
慎

重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
旧
稿
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
の
結
論
及
び
既
に
検
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討
済
み
で
あ
る
『
弘
決
外
典
鈔
』
所
引
『
義
疏
』
の
性
格
か
ら
総
合
的
に

見
る
に
、『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引
『
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
義

疏
』
は
、
何
れ
も
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
に
は
、
本
文

系
統
を
異
に
す
る
と
言
い
得
る
よ
う
な
相
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
更

に
、『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引
『
義
疏
』
は
、
鎌
倉
時
代
以
前

に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
に
比
較
し
て
、
よ
り
旧

態
を
遺
存
し
て
い
る
と
言
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
令
義
解
』「
上
表

文
」
の
注
釈
所
引
『
義
疏
』
の
性
格
は
、
旧
稿
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
で
明
ら
か

に
し
た
『
令
集
解
』
所
引
『
義
疏
』、『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』
の
性

格
と
一
致
す
る
。

　

今
後
は
、
日
本
中
世
の
古
典
籍
に
引
用
さ
れ
る
『
義
疏
』
の
事
例
を
渉

猟
・
検
討
し
、
そ
の
結
果
と
旧
稿
（
Ａ
）・（
Ｂ
）、
本
稿
並
び
に
『
弘
決

外
典
鈔
』
所
引
『
義
疏
』
の
性
格
に
つ
い
て
、
時
代
を
追
っ
て
考
察
す
る

こ
と
に
よ
り
、
日
本
古
代
中
世
に
於
け
る
『
義
疏
』
受
容
の
変
遷
の
一
斑

を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　

謝
辞

　

本
稿
を
為
す
に
際
し
、
原
本
調
査
を
御
許
可
頂
い
た
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
、
市
島
酒
造

株
式
会
社
、
関
西
大
学
図
書
館
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文

庫
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
萩
市
立
萩
図
書
館

の
各
機
関
、
及
び
紙
焼
き
写
真
の
頒
布
を
御
許
可
頂
い
た
各
機
関
の
担
当

者
各
位
に
、
茲
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

注（
１
）　
『
令
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
義
疏
』
は
何
れ
も
唐
鈔
本
に

由
来
す
る
本
文
を
遺
存
し
て
い
る
が
、
唐
鈔
本
で
あ
る
敦
煌
本
『
論
語
疏
』

は
、『
令
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
並
び
に
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
は
多
く
の
異

同
が
認
め
ら
れ
、
特
異
な
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
更

に
、
以
上
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
文
の
系
統
に
関
し
て
敦
煌
本
『
論
語
疏
』

は
、『
令
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
並
び
に
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
一
線
を
画
す

必
要
が
あ
り
、
唐
代
に
は
少
な
く
と
も
『
令
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
の
本
文

に
近
い
テ
キ
ス
ト
と
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
系
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
拙
稿
「『
令
集
解
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
の
性
格
に

関
す
る
諸
問
題
─
「
五
常
」
の
条
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
総
研
大
文
化
科
学
研

究
』
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。
以
下
、
右
の
拙
稿
を
旧
稿
（
Ａ
）
と

略
称
す
る
。

（
２
）　
『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』
並
び
に
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』

裏
書
は
旧
鈔
本
『
義
疏
』
に
対
し
て
、
よ
り
旧
態
を
遺
存
し
て
い
る
が
、

『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』・
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』
裏
書
と
旧
鈔

本
『
義
疏
』
と
は
本
文
系
統
を
異
に
す
る
と
言
い
得
る
よ
う
な
相
異
は
な

く
、『
政
事
要
略
』
所
引
『
義
疏
』・
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』
裏
書
・

旧
鈔
本
『
義
疏
』
は
、
何
れ
も
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
を
遺
存
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
旧
稿
Ａ
同
様
、『
政
事
要
略
』
所
引
『
義

疏
』・
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
は
、
敦
煌

本
『
論
語
疏
』
と
は
、
本
文
の
系
統
に
関
し
て
一
線
を
画
す
必
要
が
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
に
し
た
。
拙
稿
「『
政
事
要
略
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
の
性
格
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に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
四
五
集
、
二
〇
〇
八

年
）
を
参
照
。
以
下
、
右
の
拙
稿
を
旧
稿
（
Ｂ
）
と
略
称
す
る
。

（
３
）　
『
令
義
解
』
の
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
主
な
諸
本
研
究
に
は
、
次
の

も
の
が
あ
る
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
歴
史
篇
』（
一
九
五
一
年
、

養
徳
社
）

　
　

利
光
三
津
夫
「
関
市
令
の
伝
本
の
由
来
」（『
法
学
研
究
』
三
七
巻
一
〇

号
、
一
九
六
四
年
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
。
後
に
利
光
三
津
夫
『
律
令
制

と
そ
の
周
辺
』
所
収
、
一
九
六
七
年
、
慶
應
通
信
）

　
　

皆
川
完
一
「
岡
谷
本
令
義
解
に
つ
い
て
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
月
報
』

39
所
収
、
一
九
六
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）

　
　

早
川
庄
八
・
吉
田
孝
「
解
題
」（〈
日
本
思
想
大
系
３
〉
井
上
光
貞
・
関

晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
校
注
『
律
令
』
所
収
、
一
九
七
六
年
、
岩
波
書

店
）

　
　

佐
藤
邦
憲
「
黒
川
家
旧
蔵
本
『
令
義
解
』
に
つ
い
て
」（『
明
治
大
学
刑
事

博
物
館
年
報
』
一
一
号
、
一
九
八
〇
年
）

　
　

石
上
英
一

　
　

①
「『
令
義
解
』
金
沢
文
庫
本
の
成
立
」（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会
編

『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
下
巻
所
収
、
一
九
八
四
年
、
吉
川
弘
文
館
。
後

に
石
上
英
一
『
日
本
古
代
史
料
学
』
所
収
、
一
九
九
七
年
、
東
京
大
学
出
版

会
）

　
　

②
「
令
義
解
」（
皆
川
完
一
・
山
本
信
吉
編
『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
下

巻
所
収
、
二
〇
〇
一
年
、
吉
川
弘
文
館
）

　
　

嵐
義
人
「
塙
本
令
義
解
神
祇
令
の
成
立
ま
で
」（『
日
本
神
道
史
研
究
月

報
』
八
号
、
一
九
八
七
年
）

　
　

小
林
宏
「
解
題
」（〈
神
道
大
系 

古
典
編
９
〉
小
林
宏
校
注
『
律
・
令
』

所
収
、
一
九
八
七
年
、
神
道
大
系
編
纂
会
）

　
　

水
本
浩
典

　
　

①
「
陽
明
文
庫
所
蔵
『
戸
令
』
に
つ
い
て
」（
横
田
健
一
先
生
古
稀
記
念

会
編
『
横
田
健
一
先
生
古
稀
記
念
文
化
史
論
集
』
上
巻
所
収
、
一
九
八
九

年
、
創
元
社
。
後
に
水
本
浩
典
『
律
令
註
釈
書
の
系
統
的
研
究
』
所
収
、
一

九
九
一
年
、
塙
書
房
）

　
　

②
「
塙
本
『
令
義
解
』
の
成
立
」（
水
本
浩
典
『
律
令
註
釈
書
の
系
統
的

研
究
』
所
収
）

　
　

③
「『
令
義
解
』
写
本
に
関
す
る
研
究
」（
水
本
浩
典
『
律
令
註
釈
書
の
系

統
的
研
究
』　

序
章 

律
令
註
釈
書
研
究
の
現
状
と
問
題
点　

第
一
節 

『
令
義

解
』
研
究
の
現
状
と
問
題
点
所
収
）

　
　

④
「
解
題
」（
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令 

十
一　

令
義
解
訳
註
篇 

別
冊
』
所
収
、
一
九
九
九
年
、
東
京
堂
出
版
）

　
　

⑤
「
解
説
」（『
二
色
刷
影
印 

紅
葉
山
文
庫
本 

令
義
解
』
所
収
、
一
九
九

九
年
、
東
京
堂
出
版
）

　
　

小
倉
真
紀
子
「
紅
葉
山
文
庫
本
『
令
義
解
』
と
『
春
秋
経
伝
集
解
』」（『
続

日
本
紀
研
究
』
三
三
八
号
、
二
〇
〇
二
年
）

　
　
『
令
義
解
』
書
入
れ
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　

土
田
直
鎮
「
律
令
─
紅
葉
山
文
庫
本
令
義
解
─
」（『
日
本
歴
史
』
一
九
四

号
、
一
九
六
四
年
。
後
に
土
田
直
鎮
『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』
所
収
、
一

九
九
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）

　
　

皆
川
完
一
「
岡
谷
本
令
義
解
に
つ
い
て
」（
前
掲
、
一
九
六
六
年
）

　
　

森
田
悌
・
小
口
雅
史

　
　

①
「
旧
紅
葉
山
本
『
令
義
解
』
書
入
─
一
─
」（『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀

要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）』
三
一
、
一
九
八
二
年
）

　
　

②
「
旧
紅
葉
山
本
『
令
義
解
』
書
入
─
二
─
」（『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀

要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）』
三
一
）

　
　

伊
能
秀
明
・
楊
永
良
「
藤
波
本
神
祇
令
の
書
入
れ
に
就
い
て
」（『
日
本
歴
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史
』
四
二
四
号
、
一
九
八
三
年
。
後
に
伊
能
秀
明
『
日
本
古
代
国
家
法
の
研

究
』
所
収
、
一
九
八
七
年
、
巌
南
堂
書
店
）

　
　

水
本
浩
典

　
　

①
「
令
義
解
古
写
本
書
入
・
裏
書
集
成
（
一
）」（『
神
戸
学
院
大
学
紀
要
』

一
六
号
、
一
九
八
四
年
）

　
　

②
「
令
義
解
古
写
本
書
入
・
裏
書
集
成
（
二
・
完
）」（『
神
戸
学
院
大
学

紀
要
』
一
七
号
、
一
九
八
四
年
）

　
　

八
重
津
洋
平
・
林
紀
昭
「
紅
葉
山
文
庫
本
『
令
義
解
』
書
入
補
考
」（
瀧

川
政
次
郎
博
士
米
寿
記
念
会
編
『
瀧
川
政
次
郎
博
士
米
寿
記
念
論
集 

律
令

制
の
諸
問
題
』
所
収
、
一
九
八
四
年
、
汲
古
書
院
）

　
　

ま
た
、『
令
義
解
』「
上
表
文
」
の
注
釈
所
引
『
義
疏
』
を
資
料
の
一
つ
と

し
て
用
い
た
研
究
に
、
山
口
謠
司
「
論
語
義
疏
の
系
統
に
就
い
て
」（『
東
洋

文
化
』
復
刊
六
七
号
、
一
九
九
一
年
、
無
窮
会
）
が
あ
る
。

（
４
）　

前
掲
注
（
３
）
石
上
英
一
①
を
参
照
。

（
５
）　

前
掲
注
（
３
）
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
歴
史
篇
』、

早
川
庄
八
・
吉
田
孝
「
解
題
」、
石
上
英
一
②
「
令
義
解
」、
水
本
浩
典
④

「
解
題
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
参
照
。

（
６
）　

広
橋
本
の
函
架
番
号
は
「
Ｈ
─
六
三
─
五
六
四
」、
紅
葉
山
文
庫
本
の

函
架
番
号
は
「
特
八
六
─
一
」
で
あ
る
。

（
７
）　

旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
函
架
番
号
等
並
び
に
奥
書
・
識
語
は
、
次
の
如
く

で
あ
る
。

　
　
［
１
］�

応
永
三
十
四
年
本　

函
架
番
号
な
し
。『
尊
経
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目

録
』（
一
九
三
四
年
、
石
黒
文
吉
）
94
頁 

第
一
〇
行
に
著
録
。（
二

〇
〇
八
年
一
一
月
一
〇
日
調
査
実
施
）

　
　
　
　

第
四
冊
末
葉
表
左
端
に
、

　
　
　
　
　
　

応（
一
四
二
七
）

永
三
十
四
秊
八
月　

誌
了

　
　
　
　

と
朱
書
す
る
。

　
　
　
　

第
一
〇
冊
巻
末
遊
紙
の
中
央
に
、

　
　
　
　
　
　

此
十
巻
与
謝
郡
金
谷
寺
住
僧　

■（
墨
抹
）■

　
　
　
　

と
墨
書
す
る
。

　
　
　
　

�　

な
お
、〈
日
本
歴
史
地
名
大
系
二
六
巻
〉『
京
都
府
の
地
名
』（
一

九
八
一
年
、
平
凡
社
）
竹
野
郡
の
小
金
山
神
社
の
項
に
、
小
金
山
神

社
（
も
と
小
金
山
胎
蔵
大
権
現
）
の
別
当
寺
に
小
金
山
金
谷
寺
が
あ

っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
識
語
と
の
関
係
は
不
明
で
あ

る
。

　
　
［
２
］�

文
明
九
年
本 

〇
二
一
─
二
〇
─
五
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
七
日

調
査
実
施
）

　
　
　
　

第
一
冊
末
葉
表
左
端
に
、

　
　
　
　
　
　

于
時
文（
一
四
七
七
）
明
九
年
丁酉
六
月
廿
八
日
書
寫
畢

　
　
　
　

第
二
冊
末
葉
裏
右
端
に
、

　
　
　
　
　
　

峕
文
明
九
年
丁酉
八
月
十
一
日
映
朔
鴈
声
書
寫
畢

　
　
　
　

と
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
す
る
。

　
　
［
３
］
清
熙
園
本 

一
二
三
・
三
─
イ
一
七

（
８
）　

武
内
義
雄
『
論
語
義
疏
（
校
本
）・
校
勘
記
』（
一
九
二
四
年
、
懐
徳
堂

記
念
会
。
後
に
『
武
内
義
雄
全
集 

第
一
巻 

論
語
篇
』
所
収
、
一
九
七
八

年
、
角
川
書
店
）

（
９
）　

武
内
義
雄
「
論
語
皇
疏
の
一
資
料
─
国
宝
論
語
総
略
に
つ
い
て
─
」

（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
六
巻
二
・
三
合
併
号
、
一
九
四
八
年
。
後
に
前
掲
注

（
８
）『
武
内
義
雄
全
集 

第
一
巻 

論
語
篇
』
所
収
）
に
於
い
て
、
氏
は
「
私

が
寓
目
し
た
日
本
の
皇
疏
の
旧
鈔
本
中
、
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
清
熙
園

本
」
と
述
べ
る
。
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（
10
）　

高
橋
均
「
旧
抄
本
論
語
義
疏
に
つ
い
て
─
邢
昺
の
論
語
正
義
の
竄
入
を

中
心
と
し
て
─
」（『
日
本
中
国
学
会
』
四
一
集
、
一
九
八
九
年
）
に
於
い

て
、
氏
は
「
旧
鈔
本
の
中
で
最
も
古
い
抄
本
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
清
熙
園
本

論
語
義
疏
」
と
述
べ
る
。

（
11
）　

応
永
三
十
四
年
本
・
文
明
九
年
本
・
清
熙
園
本
以
外
の
管
見
に
触
れ
た

旧
鈔
本
の
所
蔵
機
関
及
び
函
架
番
号
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

①
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
所
蔵
本　

○
一
九
─
一
三

　
　

②
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
神
村
忠
貞
旧
蔵
本　

一
一
〇
─
二
〇
二ロ

〇

　
　

③�

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
宝
勝
院
芳
郷
光
隣
手
沢
本

　

〇
九
一
─
ト
一
三
─
一
〇

　
　

④�

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
江
風
山
月
荘
稲
田
福
堂
旧

蔵
本　

〇
九
二
─
ト
七
─
五

　
　

⑤�

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
小
島
宝
素
旧
蔵
林
泰
輔
旧

蔵
本　

〇
九
一
─
ト
五
─
七

　
　

⑥�

関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
所
蔵
藤
澤
南
岳
泊
園
書
院
旧
蔵
本　

Ｌ
Ｈ

二
─
一
・
〇
七
─
一
四

　
　

⑦�

東
京
都
立
中
央
図
書
館
青
淵
論
語
文
庫
所
蔵
渋
沢
栄
一
旧
蔵
本　

青
淵

論
語
文
庫
─
五
八

　
　

⑧
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本　

四
五
八
─
二
九

　
　

⑨�

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
大
槻
文
彦
旧
蔵
文
明
一
九

年
本　

〇
九
二
─
ト
六
─
五

　
　

⑩
萩
市
立
萩
図
書
館
所
蔵
繁
澤
寅
之
助
旧
蔵
本　

二
甲
五
─
二
七
五

　
　

⑪�

市
島
酒
造
株
式
会
社
市
島
家
史
料
館
所
蔵
弘
化
二
年
市
島
謙
書
写
本　

函
架
番
号
な
し

　
　

な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
、
⑧
の
み
紙
焼
き
写
真
、
そ
れ
以
外
は
全
て
原
本
を

用
い
た
。


